
（別紙１） 

「オールオホーツクで学力向上を！」ロードマップ 
 
＜年度末における「目指す子どもの姿」（ゴールイメージ）＞令和2年度は新型コロナウイルスの影響で予測困難な状況である。アフターコロナでも子どもたちの最低限の基礎学力を保障することをゴールとする。 

・主要4教科（国・算・理・社）における未習内容をゼロにする。 ・主要4教科（国・算・理・社）の単元テストにおいて、年間平均を８０％以上にする。 

 

【年度末からの引継ぎの状況】  
（
新
年
度
の
体
制
づ
く
り
を
踏
ま
え
、
第Ⅰ

期
に
お
け
る
取
組
の
重
点
を
決
め
る
。） 

【第Ⅰ期：４月～評価】 【
学
校
評
価
】（
学
校
評
価
を
踏
ま
え
、
成
果
と
課
題
を
記
入
す
る
。） 

【第Ⅱ期：９月～評価】 【
学
校
評
価
】（
学
校
評
価
を
踏
ま
え
、
成
果
と
課
題
を
記
入
す
る
。） 

【年度末：次年度への引継ぎ】 
【
電
話
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
報
告
】（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
踏
ま
え
、
次
年
度
の
取
組
を
記
入
す
る
。）

 

取
組
の
重
点 

①学習環境の充実 
②授業改善に向けた取組 
③家庭との連携 
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組
の
重
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①学習環境の充実 

②授業改善に向けた取組 

③家庭との連携 

②家庭との連携 
②授業改善に向けた取組 

 

 ③家庭との連携 

具
体
的
取
組
内
容 

① 学習規律「おじろわし」な
どの継続（教務：●●） 

② コロナのリスクを防ぎな
がら対話的な学びの保障
（研修：●●） 

③ ICT機器の活用 
（文化：●●） 

④ 家庭学習の支援ホームペ
ージ活用 
（教務：●●・●●） 

具
体
的
取
組
内
容 

①学習規律「おじろわし」などの継続 
【教務：●●】 
②ICT機器の活用研修実施 
【文化部：●●】 
①ホームページの更新【教務：●●】 
②家庭学習の手引き発信【教務・●●】 

①一人一台のPC配備を見越した教室環
境整備と学習規律の見直し【教務：●●】 
②GoogleChromeアプリの活用研修 
【教務：●●】 
②「話す・聞く」力の育成を目指した校
内授業研究の推進【研修：●●】 
③自由参観日の計画・実施【教務・●●】 
③キャリア・パスポートの活用促進 

具
体
的
取
組
内
容 

①端末の更新作業と使用のルールを

年度末中に設定し，年３回評価・改善

を行う。【教務部】 

②GoogleChromeアプリの活用研

修【教務部・研修部】 

③実践交流を核とした校内研修の推

進【研修部】 

④家庭と連携した家庭学習，家
読の推進【教務部・文化部】 

目
標
指
標 

①特別支援Coと連携して、おじろわしを
視点とした褒め言葉の奨励 
①②ICT機器活用の情報交流 
②ホームページに学習動画など家庭で学
習に取り組む意欲への働きかけを実施。
授業内容と連動した宿題の実施。 

②ICT活用に関する教職員アンケートを実施

し，ChromeBookの基本的な操作ができる

と回答する教員を80％以上とする。 
②管内規模の公開研究会を実施し、授業
改善を進める。【研修：●●】 
③キャリア・パスポートを活用し、家庭
との連携を図る。【教務部：●●】 

目
標
指
標 

① 授業中に「おじろわし」を
視点とした褒め言葉から
始まる授業開始を奨励す
る。 

② 校内研修で「対話的な学
び」の多様な方法を研修す
る。 

③ ICT機器の使い方を情報教
育担当と連携し、研修す
る。 

④ ホームページを通じた学
習支援を継続 

目
標
指
標 

①ICTに関わる児童アンケート「端末

使用のルールが守れた」と回答する

割合を７月８０％，１２月８５％，３

月で９０％以上とする。 

②実践交流と効果的な実践について

のミニ研修を月１回開催する。 

③児童につけさせたい資質・能力を

明確にした授業実践、管内規模の公

開研究会を実施する。 

④家庭学習の手引き、家読のすすめ

の発信と家庭の協力を前提とした課

題の設定 

成
果
と
課
題 

○学習規律については、概ね定着してきた。 

○ICT機器の積極的な活用が見られた。 

○学校HPの更新し、活用することができた。 

○校内教育課程検討委員会と連携し、未習内容

の確認、解消が図られた。 

●特別支援Coとの連携に課題が見られた。 

●単元テストの定着度合いについて全校での

確認・交流ができなかった。 

○ミニ研修を実施し、ChromeBookの基本

的な操作方法について理解を深めた。 

○全学年でキャリア・パスポートを活用し、

取組を進めることができた。 

○感染防止対策を講じて管内規模の公開研

を実施し、授業改善を進めることができた。 

●端末導入時の学習規律等の整備。 

●自由参観日の未実施。（分散による実施） 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

・前年度問題を実施し，正答数
が低かった問題を宿題等で繰
り返し練習し，定着を図る。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

・１学期末問題、１学期サポート問題を全
学年で実施した。集計結果に基づき、放課
後学習や家庭学習において、定着を図っ
た。 

・２学期末問題、２学期サポート問題を
全学年で実施した。集計結果に基づき、
放課後学習や家庭学習において、定着を
図った。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

・配信問題や前年度問題を実施
し、正答数が低かった問題を宿
題等で繰り返し練習し、定着を
図る。 

 

学 校 名 ○○町 立 ○○小 学校 

役職・担当者名 教諭 ●● ●● 

１人１台端末を効果的に活
用した個別最適な学び、協
働的な学びの実現を明記し
ている。 


